
資料-１■第 2回市民懇談会グループ別懇談会の意見整理 

柳瀬川下流ブロック 

良いところ 悪いところ その他（どちらともとれない、現状等） 意見、要望等 

川まつり（イカダラリー等）例：富士見市立水谷東公民館 清瀬下水処理場の下流でにおいがある。 
清瀬下水処理場の安定した水量により、東

川流入した水深が本流と異なる 
柳瀬川水循環マスタープランのモニター養成（人材育成） 

金山遊水地は 

散歩によい所ですね 

洪水の可能性大 

ゴミの捨て場になっている。 

堤防の管理がよくない 

新座市は川沿いを歩けないので、流域で遊歩道整備を。 

自然が豊か 

狸が住みつく 

コンクリート護岸が多く、川の自浄力をそいでいると思わ

れる。 

一見きれいに見えるが細かい粒状のゴミがたえず流れて

いる。 

公園と貯水 

遊歩道、木の名前表示 

土手（護岸）の整備－ゴミ、草花植栽 

公報などでボランティア募る→定期的に実施 

開発 長期的見通しを持った計画（行政） 

雑木林、里山の啓蒙 

魚種が比較的多く釣りができる。 

川岸に降りて直接水に触れることができる場所が多い。 

釣りをする人がいますがゴミ処理がされていないことが目

立ちます。 
市役所（市町村）の参画も必要※（行政の）タテワリ打破 

魚が多い（30 種） 

桜並木がきれい。 
雨が降ると即、水が増える 

川の中のゴミ対策 

水質改善対策（生活排水、工場排水） 

アユ、ウナギがいる。 

水谷田んぼがある。 
場所によっては淀みがあり、汚れやゴミが目立つ 一貫した遊歩道か自転車道の整備 

川面近くまで寄ることができ春～夏にかけて大勢の人が

親しめる空間が多い。 
富士見側はゴミが多い。 川の中のクリーンアップ作戦（柳瀬川流域） 

清瀬下水処理場からの処理水で水が潤っている現状 

地域の林地の開発行為（戸建住宅、マンションの建設）が

行われ、林地が虫食い状態が広がるのを残念に思う。 

県？指定の林地がいかにも少なく残念に思う。 

行政の環境関係部局の参加を（土木･河川･都市計画･下水道以外の

部局） 

下流は魚たくさんいる。川辺を散歩できる。水谷は鳥が多

い。 

富士見橋 行楽、バーベキュー、花火などをして、ゴミの

不法投棄 

安全面 

針ケ谷小の所の遊水地から柳瀬川に流れ込む所を散歩できるように

してほしい。 

こどもの川の水源は湧水。 

下流 城前橋～（下水処理場）～関越道の間 

両岸の開放感 農地、公園、林地等との一体感がよい 
帰化植物が多く今までの植物がへってきている。 

子供のころ「イロハ橋」で泳いでいた。洪水のないきれいな川にしたい。

一戸建ての「庭」で雨水を利用したい。どうすればよいか。 

四季の自然を味わいながら散歩を楽しむ人が多い。田園

風景 

魚、かも、さぎ 

柳瀬川浸水想定区域を知りたい。集中豪雨への備え 

志木市ニュータウンの南側の緑地帯に湧水地があり保

存され生態系にすぐれている。 

せめて川の斜面林を残す手段を考えたい。（新座の雑木林は 20 年間

で△100ha） 

堤防から川原へ降りられるところがある。 
柳瀬川へもっともっと市民の関心を集める行事を多く行う。 

※柳瀬川イカダ祭をもっと応援する。柳瀬川ウォークを行う 

・ 魚が戻ってきた（鮎、ウグイ（まるたウグイ）ナマズもみ

た。ボラが多い）手長エビも 

・ 子供が釣りしていて水に親しんでいるのをみてホッと

した。 

・ 多摩川では寅さんに出ている俳優さんががさがさとい

うイベントをやってたくさん子供を集めていました。将

来柳瀬川でも取り組めたら。 

柳瀬川新河岸川合流地点 

柳瀬川はきれい。 

新河岸川はきたない。 

川に藻が生える川になるといい。 

新河岸川の志木高校浸浸資設はどういう経緯で出来た。 

魚がいる、鳥がいる 

「自然がある」 

遊水地を増やすのが一番 

各市が各行政地域の面積に比例して責任をもって遊水地をつくるよう

に努力すること（予算、場所が難） 

区画整理と宅地開発によるコンクリート化対策 
 

 

 

農地の保全（農家への補償も） 
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柳瀬上流ブロック 

良いところ 悪いところ その他（どちらともとれない、現状等） 意見、要望等 

雑魚入り湿地周辺のトラスト地を含む緑地 狭山丘陵長者峯付近の開発された資材置場、畑地 

空堀川の流域住民の意識が低いのか川の本流にゴミを

投棄する行為が目立つ。 

本当に情けない状態。 

悪いところというよりも、柳瀬川上流とはどこからどこまでを

指すのか、河畔林はどこにあるのか、湧水箇所は何箇所

あるのかなどの基本的認識が私自身不足しているのでそ

れが問題である。 

最上流（大鐘橋）下の小流出と一部にミヤコタナゴの育成

の取り組み 
第 2 処分場の開発、雑魚入 

柳瀬川と空堀川との合流地点の空堀川の堰止めのような

矢板鋼の設置で魚が上流に上れない状態について非常

に心配しています。 

維持水量の確保 

星山の復活、確保 

透水性舗装 

大鐘橋下流の河畔林 柳瀬川に流入する支川はほとんど三面張り 

荒幡富士の雑木林に自然を感じるところがよい。 六ッ家川の水質COD が大変大きい 

最上流の上山口、山口地区では下水の整備がいくらか

進み、流れがなんとなく澄んできたように思える。 

山口地区では護岸の改修工事があちこちで進んでいる。

住民の要求があるのだろうがマスタープランとは関係なく

進められているのでは？ 

二瀬橋付近までアユが上ってきている（H16 年頃確認） 
川が低いところを流れているので、ゴミが捨てられたり、水

が濁っていると目立つ。 

久米にある水天宮のまわりが自然歩道がよい。 元住人の下水放流 

小魚は戻って来つつある。自然の護岸が残っている（自

然林） 

久米地区の車道が雨水浸透ができない。 

雨水が柳瀬川に流下している。 

自然は確実に戻りつつある 
川がきたない。暑い日は臭い（里橋） 

時々、人工的ゴミが目立つ 

狭山公園、たっちゃん池 

里山の原風景 
上山口（高橋上）は下水を川に流している。 

八国山・北山公園・北川 

里山、田んぼ、湿地そして川の流れ 

護岸が未整備（利点でもある） 

雨水と下水が大雨の時混ざって川に流入しているのでな

いかと思っている。下水道の構造の問題だが 

高橋下流の西武線鉄道付近 桜淵のオシドリ営巣地が住宅地になってしまった 

狭山緑地 

市民が守った里山 
護岸工事の残骸が川の中に放置 

前川の流れ 

川原、流れが心地よい。 

淵の森緑地、下流で右岸は緑地なのに左岸を（所沢市）

護岸カサ上 

旧河川の瀬 

水鳥のたまり場 
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東川ブロック 

良いところ 悪いところ その他（どちらともとれない、現状等） 意見、要望等 

上流には自然護岸が残っている 宅地が増え土にしみこむ水がとても少ない 新光寺の河道フタがけ 調節池にビオトープを取り入れてほしい 

旭橋付近の桜並木にはうっとりしています。 
水量が少なすぎて川らしくなく思う。子供が遊べる川であ

ってほしい。大人も川でリラックスできればよい。 
川の地図に自然とコンクリートの区別をしてほしい。 

日比田にコンクリートでない調節池をつくった。 コンクリート護岸でかため過ぎている。 今ある自然護岸を残してほしい。ホタルが住めるか。 

行政間の話し合いがよい コンクリートの河床にしてしまった。 炭でホタルの住む環境を 

東川と柳瀬川合流点 ホタルが飛ぶ川に出来ればよい。 

桜並木がきれい。 

地下貯水ができて洪水防止 
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空堀川ブロック 

良いところ 悪いところ その他（どちらともとれない、現状等） 意見、要望等 

通しで神社仏閣の歴史がある。 ばん太池や赤坂池の浚渫をしたら少しは水が増えるかも。 上流の瀬切れが多い 
雨水貯留で水量確保できるのであれば、瀬切れの

所に水を流したい。 

カルガモがいつもいる 

コサギ、セキレイがいる。 

カワセミも時々くる。 

柳瀬川に対して水質もよくなく、魚類が少ない 
旧河道との関連（埋め立て）地下水涵養手法につい

て（浸透機能の損失） 

河床が広いのはいい。 
瀬切れと帰化植物の繁茂（オオブタクサ、アメリカセンダンクサ、セイ

タカワダチソウ） 

親水河川になりつつある。 
源流部が開発され樹木が減っている。 

田畑も宅地化が進んでいる。 

浄水橋上流 

河畔林があり自然な感じがする。 
河川の幅が広くなっているところが少ない 

清瀬の右岸崖線の林床には四季山地性の植物が（カタクリ、

イカリ草等）が多い。 

管理道路に木がない。 

水温が高い 

親水場所が少ない 

空堀川、薬師橋から合流地までわりと湧水と河畔林の豊かさ まだ汚水が雨水管から流入 

水のある所 

オイカワ、モツゴ等小魚豊か 

水鳥の種が多い 

落差工を考えてもらいたい 

（今のままではまずい） 

清瀬市野塩中里地区の河畔林のある所 管理道路散策に木陰がない 

金山公園と遊水地の利用 

水辺へ降りる階段の利用（3 箇所） 
水量が少ない 

河床、流れの中 安心、安全に遊ぶ 
市内の柳瀬川流域はいつも流れが汚れているように思う。 

東村山市の対策は如何。 

高水敷がないので水流が自由に瀬やふちを作り自然度良好 整備計画に無理がある。（直線化、高いところに河道をつくる） 

柳瀬との合流地付近では子供もよく遊べるようになった。 下水道が整備されているのに、汚水が出ている（久米川駅近く） 

北北建は川に手を入れ、ミオスジを通し、めりはりのある川にし

ていただいている（清瀬分） 
とうとうアカミミガメ、ブラックバスが捕獲されはじめる。 

拾っても拾っても下流にゴミの山 

大雨の時、大量に流れる。普段水が流れていないのでゴミが目立

つ。子供が余り遊んでいない。雑草、雑木が多い。 

野塩橋右岸の柵がこわれているのに補修されていない。 

改修後の旧川がねむっている。雨水貯留、浸水に応用してほしい。 

整備が終わってない。 

水量が不安定 

瀬切れが起きる 

魚がいなくなった。 

多摩湖の水を北川に流してない。 

 

三面張りの所が多い。 
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